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ディーネジャードの圧勝（約六三％）で終わった。ムーサヴィーも彼を支持した有権者も、わずか三四％程度 少ない得票率であるはずがないとの認識から、直ちに抗議し、その結果流血の事態にまで発展する騒乱状態となったことは何とも痛ましい。●選挙 「結果」 をめぐる論点 （一）
ところで、ムーサヴィー側から「不正」
選挙と糾弾された根拠として、開票速報の余りの速さ、彼と同じ「改革派」のキャッルービー候補の得票数（二〇〇五年選挙での五〇六万票から三三万票へ）の激減、さ
らにムーサヴィーの地元（東アーザルバーイジャーン州） での得票率の低さ （二〇一万票中の四一 ・七％）や、逆に同州でのアフマディーネジャード獲得票の多さ 五六％）などが指摘される。
こうした状況証拠的な材料のほかに、全
三〇州での得 数を見 と、アフマディーネジャードがムーサヴィーを上回った州は二八に達したこともある（ム サヴィーの勝利した州は、西アーザルバーイジャーンとスィースターン・バル チスタ ンのみ） 。アフマディーネジャ ドにたとえ現職の強みがあったとしても、これほど大差がつくとは到底考えられないと 主張も成り立つ。
ちなみに八〇〇万人以上の有権者を抱え
る大票田のテヘラン選挙区でも、アフマディーネジャードは約三八二万票を獲得した。その票数は、二〇〇五年の第九回大統領選挙第二次投票での獲得票の二 ・ 四七倍増に当 る。突然のガソリン配給制度の導入、物価高騰や深刻化する失業問題（一〇～三〇％台） 、言論出版 自由規制など、彼の第一期の政策に対する市民 不満を考

















守派」対「改革派」 、 アフマディ ネジャード対ムーサヴィー間の争いを超え、ハ メネイー指導下の現イスラーム共和体制への支持を問う （大袈裟に言えば 「国民投票」 的）性格が持ち込まれたよう も見える。たとえ、アフマディーネジャード 不満を持とうが、現体制の存続を支持するのであれば、彼に一票を投じるべきであると。激化する抗議活動を現体制に反対する運動と位置付け、容赦ない弾圧を容認する姿勢をハ メネイーが示した背景に、こうした彼の姿勢
が影響していると考えられる。
以上の理解に立てば、中高年の有権者に
とって、対イラク戦の継続や国家統制経済も訴えていた旧「急進派」首相（一九八一～八九）であったが故に、 マイナス ・ イメージさえあるムーサヴィーが、前回大統領選挙第二次投票でのラフサンジャーニーの総得票数を三二〇万票も上回ったことは、逆に驚くべきである。
　
もちろん、 今回の選挙にまったく「不正」





今回の抗議運動では、一躍「不正選挙」の被害者となったムーサヴィーが指導者に祭りあげられた。だが、彼 本来現体制を作りあげ強化した側の一員であり、七九年革命でパフラヴィー国王独裁反対で非妥協的姿勢を貫き続けたホメイニーと比べることには、そもそも無理がある また 選挙によるアフマディーネジャード政府 らの政権奪取を、八九年のチェコスロバキアでの共産党支配を打倒した民主化運動に ぞらえ、 「ビロード革命」と銘打ってい 前大統領ハータミーの場合も同様で る。今回の抗議運動を通じて「イスラーム法学者の統治」体制打倒まで視野に入れ運動に身を投じた参加者がいたとすれば 深刻な誤解を見ない訳にはいかない。
この点と無関係ではないが、第二に当然




た指揮系統なしには、抗議運動 継続と大規模化はない。七九年革命では、闘争の目標と手法に違いを有する種々の反体制諸組織が独自のネットワークを持ち、国王体制に立ち向かっ 。そ ひとつが摘発
･
弾圧
されても、別の細胞が活性化 あるいはほかの組織と連携するなかで活動を継続した。今回の抗議運動は、インターネットが大衆動員の新たなチャンネルとして機能し 運動も大規模化した。だ 組織的な裏付けの弱さを覆い隠すことはできなかった。
第四に体制側と反体制側の力関係がある。





もに、大きくその様相を変えてきた。イ・イ戦争末期から終戦直後には、首相ムーサヴィーと外資と民間活力導入 強く打ち出したハーメネイー（当時大統領）間での確執で先鋭化した「急進派」対「保守派」の対立が顕著であっ 。ホメイニー死去後、新大統領ラフサンジャーニ 支持派（ 「現実派」 ）と「保守派」連合の前に、 急進は政治舞台から排除された。そ 後、 「保守派」と「現実派」の溝が深まり、 「反保守派」連合として、 「改革派」が九七年の大統領選挙で劇的な当選を果 し ハ タミー指導下で形成され いった。
以後、 「改革派」対「保守派」間の対立
がイラン政治を支配した。 かし、いまやアフマディーネジャード 府第一期からその後今回の危機を通じて、明らかに「保守派」の内部分裂は歯止めの利かない形で進行している。彼 ポピュリスト （大衆誘導
型政治手法は貧困層を中心に多くの支持を集める点で、ハーメネイーをはじめ「保守派」宗教勢力にも、有益と判断されてきたに違いない。
しかし、欧米に対してリップサービス旺
盛なハータミーと正反対に、あまりに欧米諸国の不信感や反感を誘い、それが「核開発」問題でイランを窮地に追いやっている現状に、 「現実派」 「改革派」ならずとも危機感を持ちつつあることは、す 知られている。加えて、腐敗を理由にしたラフサンジャーニー非難に見られるご く、いつその矛先が「保守派」指導者層に向かもしれない彼の言動の危うさに強い警戒感が働き始めていることも考 られる。
その点で、イランが「イスラエル国民の
友」であると発言し、物議をか した側近ラヒーム＝マシャーイーを、アフマディーネジャードが第一副大統領に任命した人事に、ハーメネイーが介入 、最終的にこの決定を撤回させたことは、 「保守派」が一枚岩でないだけでなく、今後一層内紛の激化を予想させる一断面として捉えら る。
革命から三〇年が経過し、 顕在化した 「保
守派」 の分裂、 そこで問われるハーメネイーのバランサーとしての役割、彼の健康問題と最高指導者後継者問題 そして今回の事態を経て脆弱性を思い知らされた 「改革派」の動向など、イラン内政の展開に限っ も注目すべき諸点は余りに多 。
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